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る糖尿病患者は約 700 名である 4）。A 市の糖尿病有
病率は県平均を上回っているが市内に教育システム
を持つ医療機関は少ない。
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要旨　本学の保健福祉推進センターに開設している糖尿病相談室（以後相談室とする）の平成 26 年度の現状
と今後の課題を明らかにすることを目的とする。相談室の対象は、糖尿病患者、糖尿病予備軍とその家族で、
1 回約 60 分の個別相談を予約制で実施した。平成 26 年度の相談室利用者 14 名のうち、住所が確認できた 11
名を対象に年度末にアンケート調査を行い、相談室の感想と行動変容について確認した。岡山県立大学の倫理
委員会の承認を受けたうえで相談室を実施している。個別相談は 7 月から 2 月に合計 15 回開催した。相談室






















とし、1 回約 60 分の個別相談を予約制で実施した。
実施期間は、平成 26 年 7 月から翌年 3 月であり、

















































　平成 27 年 3 月に、平成 26 年度の個別相談の利用
者にアンケート調査を行い、個別相談を利用しで役
立った内容、行動変容や感想について尋ねた。アン









1 名、訪問看護師 1 名が、栄養指導は管理栄養士が
担当した。個別相談は 7 月から 2 月に合計 15 回開
催した。相談室の利用者は 14 名（男性 6 名、女性 8
名）、延べ 26 名であった。糖尿病で通院中のもの 2
名、予備群 12 名、50 歳代 2 名、60 歳代 7 名、70 歳
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代 4 名、80 歳代 1 名であった。相談室の利用回数は


































年代 1回目 2回目 3回目  きっかけ 
80 〇 〇 〇   前年度から 
60 〇 〇     健康診断 
60 〇 〇 〇   主治医の紹介 
50 〇 〇 〇   健康診断 
60 〇 〇 〇   健康診断 
チラシ 
70 〇       健康診断 
70 〇       健康診断 
60 〇       健康診断 
60 〇       健康診断 
60 〇 〇 〇   健康診断 
50 〇       健康診断 
70 〇       チラシ 
60      〇       健康診断 
70 〇 〇     健康診断 
 
２）個別相談で役だったこと,生活習慣の変更 



















   図1 個別相談で役立った内容（複数回答可）(n=9) 
 
表 2 生活習慣を変更した内容 (n=9) 
  ・3食をきとんととる 
  ・間食をしない 
  ・運動する 
  ・体重を測定する 
  ・血圧を測定する 
  ・食事のカロリーに気を付ける 
  ・夕食後の甘味をやめる 
  ・油類に気を付ける 







　平成 27 年 3 月に個別相談の利用者に調査用紙を
郵送し、個別相談の感想と生活習慣の変更および現
在の体調、今後も個別相談を利用したいか否かにつ
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た」2 名、「変わらない」6 名、「悪くなった」1 名で
あった。個別相談について、「今後も利用しようと























回であり、14 名中 7 名は 1 回のみの利用であった。
さらに、糖尿病と診断されて通院中の患者は 14 名




































































１ ） 平 成 24 年 度 国 民 健 康・ 栄 養 調 査　http：//
www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/eiyou/h24-
houkoku.html
２ ）平成 24 年度 国民医療費の概況　http：//www.
mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/12/index.
html














The current state and issues of the Diabetes consultation room in 2014.
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